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アール・ディエンジニアリング社最終処分場西市道側掘削調査におけるドラム缶
内容物および廃棄物土の分析結果について

㈱アール・ディエンジニアリング社に９月30日実施させました同社最終処分場（栗東
市小野）西市道側平坦部の埋立廃棄物の掘削調査において、県が採取しましたドラム缶
内容物および廃棄物土の分析結果は、別紙のとおりでしたのでお知らせします。

記
１ 採取日 平成17年９月30日（金）
２ 分析調査実施者 滋賀県琵琶湖環境部資源循環推進課
３ 採取地点 アール・ディエンジニアリング最終処分場西市道側平坦部掘削地

点（２箇所）
ドラム缶内容物１地点（Ｈ地点） ５検体
廃棄物土２箇所（Ｃ地点、Ｈ地点）２検体
別添「調査箇所平面図参照」

４ 分析項目
（１）ドラム缶内容物
① 溶出試験 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、ひ素、総水銀、ＰＣＢ、ほう素
② 含有試験 強熱減量、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、ひ素、総水銀、ＰＣＢ、ほう素、ダイオキ

シン類（ダイオキシン類のみドラム缶内容物の混合試料）
（２） 廃棄物土

、 、 、 、 、 、 、① 溶出試験 ｶﾄﾞﾐｳﾑ 鉛 ひ素 総水銀 ＰＣＢ ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ふっ素、ほう素

② 含有試験 ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、ひ素、総水銀、ＰＣＢ、ふっ素、ほう素、油分、ダイ
オキシン類

５ 分析結果について
・ ドラム缶内容物の分析結果からは、溶出試験でほう素が土壌環境基準の最大1.5
倍の数値が検出されたほかは、有害物質の溶出は認められませんでした。また、
含有試験では、強熱減量は16.8％～32.5％、鉛は200～540mg/kg、ダイオキシ

ン類は混合試料で720pg-TEQ/kgの濃度でした。
・ ドラム缶内容物については、目視による性状確認および強熱減量やダイオキシ
ン類の分析数値から、特定はできないものの「燃えがら」と思われます。ドラム
缶については既に現場から撤去させ保管させていますが、適正な処分を行わせま
す。
・ 廃棄物土については、Ｃ地点において、溶出試験におけるふっ素や含有試験に
おける鉛の分析数値が、土壌の環境基準や土壌汚染対策法に定める基準を上回っ
ており、油分についても高濃度の数値を示していますことから、撤去等の適切な
措置を講じさせます。



資 料
■ドラム缶の内容物の分析結果
（溶出試験結果）

ﾄﾞﾗﾑ缶１ ﾄﾞﾗﾑ缶２ ﾄﾞﾗﾑ缶３ ﾄﾞﾗﾑ缶４ ﾄﾞﾗﾑ缶５
ｶﾄﾞﾐｳﾑ (mg/l) <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
鉛 (mg/l) <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
ひ素 (mg/l) <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005
総水銀 (mg/l) <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005
PCB (mg/l) ND ND ND ND ND
ほう素 （mg/l) 1.0 0.7 0.8 0.5 1.5

（含有試験結果）
ﾄﾞﾗﾑ缶１ ﾄﾞﾗﾑ缶２ ﾄﾞﾗﾑ缶３ ﾄﾞﾗﾑ缶４ ﾄﾞﾗﾑ缶５

強熱減量 (%) 32.5 26.1 16.8 25.7 17.3
ｶﾄﾞﾐｳﾑ (mg/kg) <15 <15 <15 <15 <15
鉛 (mg/kg) 200 380 380 540 260
ひ素 (mg/kg) <15 <15 <15 <15 <15
総水銀 (mg/kg) <1.5 <1.5 <1.5 <1.5 <1.5
PCB (mg/kg) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
ほう素 mg/kg <400 <400 <400 <400 <400（ ）
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 720 pg-TEQ/kg（ﾄﾞﾗﾑ缶１～５の混合物）

■廃棄物土の分析結果
C地点（油状物の確認地点） H地点（ﾄﾞﾗﾑ缶確認地点）
溶出試験 含有試験 溶出試験 含有試験
(mg/l） (mg/kg) (mg/l) (mg/kg)

ｶﾄﾞﾐｳﾑ <0.001 <15 <0.001 <15
鉛 <0.005 220 <0.005 28
ひ素 <0.005 <15 <0.005 <15
総水銀 <0.0005 <1.5 <0.0005 <1.5
PCB ND 0.26 ND 0.02
ｼｽｰ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.004 ー <0.004 ー
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.003 ー <0.003 ー
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.001 ー <0.001 ー
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ <0.001 ー <0.001 ー
ふっ素 2.2 <400 0.56 <400
ほう素 0.2 <400 <0.1 <400
油 ー 1.9 (mg/ ー 0.7 (mg/l)①海洋投入処分法
分 l)

ー 18000 ー 2500②nｰﾍｷｻﾝ抽出法
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 ー 120 (p ー 8.6(pg-TEQ/k

g-TEQ/kg) g)
注：廃棄物土の油分については、次の２方法により分析した。

①海洋投入処分法：廃棄物処理法施行令第６条第３号に規定する海洋投入処分を行うことができる
産業廃棄物に含まれる油分の検定方法。海洋投入処分の判定基準値は、投入処分しようとする廃
棄物の種類（汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ）により異なるが、その値は15mg/l～50mg/

l である。
②n-ﾍｷｻﾝ抽出法：有機溶媒であるノルマルヘキサンに検体中の油分を抽出した後に、ノルマルヘキ

。 、サンを揮発させて残ったものの重量を測定する方法 80℃でノルマルヘキサンを揮発させるため
低沸点で揮発するガソリンなどは測定できない。また、土壌中の有機化合物や硫黄化合物はノル
マルヘキサンに抽出され、過大な値になることがある。なお、基準値は定められていない。



注：TEQとは、毒性等量を示している。ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類には多くの異性体が存在しており、その毒性は異なっ
ている。このため、混合しているﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の毒性の強さを評価する上で、最も毒性の強い
2,3,7,8-TCDD（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾀﾞｲｵｷｼﾝ）に換算した数値である。

（参考）
■各種基準値

土壌環境基準 土壌汚染対策法
溶出試験 含有試験 溶出試験 含有試験
(mg/l） (mg/kg) (mg/l) (mg/kg)

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 0.01 ー 0.01 150
鉛 0.01 ー 0.01 150
ひ素 0.01 ー 0.01 150
総水銀 0.0005 ー 0.0005 15
PCB ND ー ND ー
ｼｽｰ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04 ー 0.04 ー
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.03 ー 0.03 ー
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01 ー 0.01 ー
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01 ー 0.01 ー
ふっ素 0.8 ー 0.8 4000
ほう素 1 ー 1 4000
油 ー ー ー ー①海洋投入処分法
分 ー ー ー ー②nｰﾍｷｻﾝ抽出法
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 ー 1000 (p ー ー

g-TEQ/kg)


